
＜ クリの花に集まる虫たち ＞

こんにちは。今回は、6月を代表する花の一つ、クリに集まる虫たちを紹介します。平成 23年度 17
しょうかい

号も、あわせて読んで下さい。また、向台小の『向台っ子ちゃんねる』では動画もアップします。

これらの写真は、平成 23年度 17

号と同じ、稲敷市のクリの木です。
いなしき し

クリはコナラやクヌギなどと同じブ

ナ科の木で、似たような実ができま
か み

すね。クリにはオスの花とメスの花

がありますが、白い花穂の大部分は
か すい

雄花です。雌花はどこかと探してみ
お ばな め ばな さが

ると、枝先に近い葉のわきから出る
えださき は

花穂のもとについていました。ま
か すい

だ、あのトゲトゲは発達していませ

ん。緑色の若いいがに包まれていて
つつ

一つの花に見えますが、この中に３つの雌花が入っています。それぞれの雌花から針のような花柱が９
め ばな め ばな か ちゅう

本くらいずつ束になって出ています。ですから、秋に熟していがが割れると、ふつう３個の果実が出て
たば じゅく わ こ か じつ

きますね。種子ができるには雄しべの花粉が雌しべの柱頭につく（受粉する）必要があることは、５年
しゅ し お か ふん め ちゅうとう じゅふん

生で勉強しますが、花粉の運ばれ方は植物の種類によってそれぞれです。クリの場合はどうでしょう？
か ふん しゅるい

花が咲くと独特の臭いが漂いますが、その臭いにつられていろいろな虫たちが集まり、花粉や蜜をもら
さ どくとく にお ただよ にお か ふん みつ

いながら花粉を運んでくれます。では、この日、花に訪れていた虫たちを紹介しましょう。
か ふん おとず しょうかい
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クリの雄花､雌花(上)とそのつくり(下)。
お ばな め ばな



あまりいい匂いとはいえず、ハエのなかまが中心かと思いが
にお

ちですが、ハチやチョウなど、短時間でもたくさんの種類の虫
しゅるい

が見られました。花や葉に来る虫をねらってか、スズメバチやア
は

シナガバチ、クモなども見られましたよ。みんなそれぞれ、生き

るのに必死です。
ひっ し

イネ科の草によくいるのです
か

が、ホソハリカメムシが雄花に
お ばな

いました。細長い体の、クモヘ
ほそなが

リカメムシもいました。花穂の
か すい

軸の汁を吸うのでしょうか？
じく しる す

チョウも、シジミチョウ科やタテハチョウ科を中心に、いろいろ現れましたよ。なかでも多かったの
か か あらわ

はルリシジミとウラゴマダラシジミ、ムラサキツバメ、キタテハ、キマダラセセリでした。その

他、モンシロチョウ、ナミアゲハ、メスグロヒョウモン、ヒメジャノメもいました。

クリの花粉や蜜をなめるハエの一種(左)とキンバエ(中)、ツマグロキンバエ(右)。
か ふん みつ いっしゅ

クリの花粉や蜜をなめるアシブトハナアブ(左)とナミハナアブ(中)､ヨコジマオオハリバエ(右)。
か ふん みつ

クリの蜜を吸っていたハバチの一種。
みつ す いっしゅ

クリの花にいたホソハリカメムシ

(左)とクモヘリカメムシ(右)。

クリの蜜を吸うルリシジミ(左・中)とキマダラセセリ(右)。
みつ す



シジミチョウ科のなかまはどれも小さめで、はねの形が貝のなかまのシジミに似ているのでその名が
か

つきました。はねのうらはあまり目だちませんが、表側は色ももようもそれぞれで、金属のような光沢
おもてがわ きんぞく こうたく

もあって美しいものが多いです。

タテハチョウ科のなかまは、昆虫なのにあしが４本しか見えません。じつは前の２本が退化していて
か こんちゅう たい か

小さく折りたたまれているためで、つかまったりはできませんが、味を感じることができるそうです。
お あじ

その他、おなじみのハナムグリのなかまや、林にすむゴキブリまでいました。【理科支援員：宮内】

クリの蜜や花粉をなめるコアオハナムグリ(左)とシロテンハナムグリ(中)､モリチャバネゴキブリ(右)。
みつ か ふん

クリの蜜を吸うシジミチョウ科のなかま、ムラサキツバメ。はねの表は、光沢のある 紫 色(右)。
みつ す か こうたく むらさき

クリの蜜を吸う大型のシジミチョウ、ウラゴマダラシジミ。はねの表は、青い(右)。
みつ す おおがた

クリの蜜を吸うタテハチョウ科のなかま、キタテハ(左・中)と、サトキマダラヒカゲ(右)。
みつ す か


